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GEOCAPSとデｰタ通信

古宇田亮一(鉱床部)
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1.分散処理と統合化ネットワｰク

独立したデｰタ解析処理システムGEOCARS(GEOC

hemicaldataAnalysisProgramSystem)はデｰタ通信

を通じて工業技術院の大型計算機システムRIPS(R･･鮒

rch1nfo.mati.nP.ocessingSy.tem)に結合する処理も

可能である.今回はデｰタ通信の効用を御紹介して最近

話題になっているVAN(付加価値通信綱)との関連もみる

ことにしよう｡

1-1.独立システムはなぜ必要か

研究途上のデｰタ解析処理には試行錯誤の過程が多

い.一人の操作者が入出力機器を含むシステム全体を

占有する時間が長くなる.システムそのものが操作者

の手近に存在する必要もある.更に計算機の応答も即

時的な必要もある｡これは実験機器や計測制御機器

を扱う心得と同じ内容である.もし試行錯誤過程を大

型計算機で処理する場合はどうなるだろうか.もちろ

ん利点もあるが一人がシステムを占有できる時間を

長くすれぱその他のユｰザに迷惑がかかり短かくすれ

ば即時応答が困難になりかつシステムが操作者の手

近に存在できる可能性が少放く場合に応じて別の場所

へ足を運ぶなどの短所がある一

大型計算機の言語は完成されたプログラムを運用す

るには優れていても小規模なソフトウェアを自在に作

り出しては試してみたり一部改変してその部分だけ

実行する作業には向いていない｡グラフィクス処理や

リアルタイム性が必要な処理にも向いでい放い.この

よう枚方面の仕事には小規模なシステムが向いている.

ワｰクステｰションとも呼ばれる卓上計算機類などがそ

れである.ワｰクステｰションは大型計算機のよう

に多数のユｰザが多様な仕事を平行して処理するのでは

校く一人のユｰザが専用で仕事をするための独立した

システムである.

ワｰクステｰションにもいろいろな種類があって大

は大型計算機に匹敵する処理性能をもつものから小は

カバンの中にも入る手軽た単体まである.ここでは

500キロバイト以上の主記憶容量を搭載することができ

O.1MIPS(MegaInstructionPerSecond;処理性能の指標)

以上の能力をもつシステムを対象にしよう･つまり

GEOCAPSで使用しているシステムYHP9845丁及び

YHP9836Aなどである1最近普及の目覚ましいr16

ビットパｰソナルコンピュｰタ｣にもあてはまるものは

多い.

1-2.独立システムの限界

独立したシステムがあるだけでは多数のユｰザの需

要を満足できたい.デｰタの管理が各個別にバラバラ

におこたわれたり並行した別の処理がむずかしいなど

の問題点カミある.取扱うデｰタ量の増大に対して独

立したワｰクステｰションだけでは記憶容量の増設に限

界があるし多数の入出力機器や大型プロッタ柱どをそ

の都度購入するのも不経済であろう･扱うデｰタ量が

多くかつ相当複雑な処理を行わせたり処理速度の向

上をはかろうとしたりあるいは定型的な仕事をさせる

時独立システムはむしろ不向きであることカミ多い.こ

のような場合同じ独立システムを結合して協同で処理

したり大型計算機のデｰタ処理に結びつけることカミで

きないだろうか.

1-3.分散処理による解決

分散処理という手法は小型計算機を寄せ集めただけ

の形態に使うこともある.しかし本来は大型計算機

における重要な処理手法であった､現在通信手段の

高度化に対応して更に重視されている手法である.

分散処理は増大する多様な需要･使用形態に大型計

算機が能力的にも利用形式上も対応できなくなったこと

から発生したと言っても過言ではない.大型計算機は

巨大な記憶容量と高速計算機能を誇りカｰド･紙テｰ

プ･磁気テｰプ･ディスクなどや高速プリンタ･大型

プロッタなどの入出力機器が豊富に整備されている.

蓄積された応用ソフトウェア灘は膨大でかつ高価であ

る.これらの豊富校機能を多数のユｰザが並列して処

理するために時分割処理(Tim.Sh｡｡ing)システムなど

の利用形式をもつ.数多くの周辺機器を大型計算機の

中央処理装置が一手に制御する時機器の制御に追われ

て肝腎の計算業務ができ放くなる･そこで周辺機器に

は独立の処理システムを持たせて必要な時のみ中央処理

装置と接続する.そのためのデｰタ通信技術が発達し

た.数多くのユｰザが並列した作業を行うために端末
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策1表大型計算機とワｰクステｰションの比較

項目

大型計算機

処理能力

主記憶

仮想記憶

大容量記憶

周辺装置

回線制御

ソフトウェア

大規模演算

小規模演算

機器制御

使用ユｰザ数.

リアルタイム処理i

定型的処理

不定型処理

占有空間

10MIPS以上

20Mbytes以上

10Gbytes以上

100Gbytes以上

多数

高度

多様で膨大

向く

向かない

複雑

数百人以上

困難

容易

向かない

一部屋～ビノレｰつ

1ワｰクステｰジ1ン

3MIPS以下

10Mbytes2工｢ζ

1Gbytes以下又は無

1Gbytes以下

少数

低度

専用で少数

向かない

向く

簡単

数人まで

容易

向かない

容易

机一つ以内

MIPS:MegaInstructionPerSecond処理能力の単位.

bytes:計算機における配慮単位:M(メガ:百万)G(ギガ1

+億)･定型的とは通常プログラムに大幅な変更をせずに同じ

ような手法でバッチ処理するもの･不定型的とは試行錯誤的で

プログラムや処理法を常に改変するものをいう.

想が生まれるのは自然である･端末自身を小規模な計

算機システムに置きかえたものをインテリジェント端末

とよぶ･インテリジェント端末とはワｰクステｰショ

ンのことである.

大型計算機の通信回線網端末をワｰクメテｰションに

するとこれまでの諸問題は大方解決できる､即ち

①リアルタイムな試行錯誤的研究は大部分をワｰクステ

ｰションで済ませてしまう機能分散が実現する.

②多数のユｰザによる並行処理で負担が増大した大型計

算機にかわり小規模処理はワｰクステｰションで始

末する負荷分散カミ実現する.

③ワｰクステｰションで手に負えない大規模計算やワ

ｰクステｰションでは効率の悪い定型的長時間処理は

大型計算機に依頼できワｰクステｰションの処理効

率が蔦まる｡

分散処理は多様なユｰザの要望に応える強力な手法で

ある.

機器が備えられ大型計算機の設置してある建物まで行

かなくても遠隔から大型計算機を使用できるようになっ

た｡これらの分散処理技術は大型計算機にのしかかる

過大な負荷と機能を分散する上で多大の成功をもたらし

ている.

ところがここに問題が生じた･周辺機器を多数の

ユｰザカミ多様に利用できることは逆に取扱いも簡単で

ないことを意味する.ワｰクステｰションなら一行で

すむことも大型計算機上では数行にわたる厄介な制御

プログラムを作らなければいけたい･大型計算機のプ

ログラム資産は利用価値が高いとは言え研究遂行上必

要校形に変更することは困難校こともあるし必要なプ

ログラムが無いこともしぱしぱである.麗存プログラ

ムの入出力様式を改変することがむずかしい.更に

時分割処理システムカミいかに便利であれ多数のユｰザ

が本当に同時に使い出す時待ち時間が多くなる..繰

り返すかリアルタイムな処理には向いていない.大型

計算機はむしろあらかじめ定型的なデｰタとプログラ

ムを送っておいて何時間も待った後に順番に処理した

結果だけ受けとるバッチ処理方式に向いている.

増大する需要と処理の停滞を解決するため大型計算

機は中央処理装置の性能向上をはかるとともに中央処

理装置を複数化して分散処理化を一段とすすめている.

ところで大型計算機は分散処理のための通信回線網と

回線制御装置をかかえている･分散処理化の単純な延

長として回線網に接続する端末にも中央処理装置をつ

け簡単な周辺装置をつけれぱよいではないかという発

1984年10月号

1-4.統合化ネットワｰクヘ

通信回線網を通じて計算機同士を接続し有機的に連

結した情報処理のできる分散処理の高度な形態を統合化

ネットワｰクとよぶ.前項で述べた大型計算機の回線

網にワｰクステｰションを接続する方式は次のメリッ

トがあり統合化ネットワｰクに移行し易い.

①大型計算機のもつ大規模･多機能な性能と多数の応用

プログラム群カミ使用できる.

②デｰタの一元集中管理ができる.

③ワｰクステｰションは大型計算機の回線制御機能に適

合した簡単な制御機構を備えればよい.

④リアルタイム性が求められる小規模処理はワｰクステ

ｰションで実行できる.

⑤ワｰクステｰション同士のデｰタ通信･分散処理を

大型計算機が仲介できる.

ここで言うワｰクステｰションは卓上計算機の他

小型計算機や大型計算機カミ代っても構わない.これは

VAN(ValueAddedNetwork)とよばれる通信形式と基

本的に同じである｡VANの場合回線制御･デｰタ

仲介をするホスト計算機が故障した場合ネットワｰク

システム全体が働かなくなる問題カミある.RIPSでも

同様の問題カミ生じ易い.これに対してホスト計算機

に相当する大型計算機を置かずにワｰクステｰション

だけを連結する方式がある.分散化がより徹底した場

合である.この場合回線網制御を一つのワｰクステ�
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一ションに頼ることはVANと同じ問題がおきかつ能

力的にも限界カミあるので個々のワｰクステｰションに

回線制御機能をもたせることになる.この方式には次

の問題がある.

①各ワｰクステｰションが個々に回線制御機能をもつカミ

その統一がむずかしい.

②デｰタの一元集中管理カミできず一つのワｰクステｰ

ションが更新されたデｰタで結果を得ても別のワ

ｰクステｰションは古いデｰタのままの処理をする危

険性カミある.

③ワｰクステｰションの代わりに小型･中型計算機を使

う場合が多い.小型計算機はリアルタイム処理には

向くが大型計算機ほどではないにせよ操作性の点で

卓上計算機に劣る.何よりも価格が割高狂ため個々

のシステムヘの投資コストがかかる.

④ワｰクステｰションの独立性が高すぎるので独立性

の高い部門同士をつなぐ時はよいが有機的関連の必

要な部門をつ狂ぐには適当とはいえ底い一

この方式ではワｰクステｰションに代えて大型計算

機も置くことカミできる.もし個々のワｰクステｰショ

ンに回線制御機能を持たせる方式で大型計算機も参加す

るなら上述の問題点のうち②と③は解決できるだろう一

RIPSではこの方式をとらない｡例えばRIPSでは

画像処理用の小型計算機プロッタ制御用小型計算機

アレイプロセッサなどを周辺に有しておりネットワｰ

クから使用することもできる.しかしこれら小型計

算機自身が回線網を制御することはでき狂いので大型

計算機が故障した時はネットワｰクから使用できず独

立に使うことしかできない.GEOCAPSにおけるワｰ

クステｰションもRIPSの小型計算機と同じ通信上の

問題カミある.ただし分散処理の利点としてRIPS

カミ停止しても独立の解析処理業務は可能である.

第1図RIPS大型計算機とワｰクステｰシ

ョンの接続.

RIPS側のホスト計算機は左側IBM3081K

とFACOMM380これを光ファイバによる

リング型ネットワｰクで右側のワｰクステｰ

ション(インテリジェント端末)につなぐ.

鉱床部にあるワｰクステｰションの機種は現

在YHP9845TとYHP9836Aであるが一般

に普及しているパソコンも可能で検討してい

る.図中コントロｰラは共用通信回線網制御

装置光ロｰゼットは光ファイバの先端モ

デムは復変調装置で光ファイバ中の信号を

RS-232Cに送る.RC-232Cはワｰクステｰ

ションと通信回線をつなぐインタｰフェｰ

ス.

2.G･EOCAPSデｰタの通信

小文の執筆時点ではGEOCAPSのメニュｰの中にデ

ｰタ通信の項目は狂い.デｰタの入力･編集･保存プ

ログラムにRIPSとの通信機能を組み込むには既存の

YHP9845Tではメモリ容量上無理であった.そこでデ

ｰタ通信だけは別個のプログラムとして用意されていた.

筆者の所属する鉱床部では最近YHP9836Aをワｰク

ステｰションとして導入したのでGEOCAPSに標準

的に実装するよう準備している･GEOCAPSの他のプ

ログラム同様デｰタ通信機能をみとり出して説明でき

るので次にみることにしよう.

2-1.通信回線を使わないとどれだけ不便か

磁気テｰプやフレクシブルディスク底とを媒体に持ち

歩いてオフライン(通信回線を使わない)のまま情報を

移動する方式は過去に多かったが今でも使われている.

通信回線のない分散処理もかつて実用化されていた

時もある･ワｰクステｰション同士やワｰクステｰシ

ョンと大型計算機カミ近接した場所にあれば多少の不便

は我慢できよう･しかし北海道と九州のように遠隔地

に離れていたのでは実用的とはいいかねる.大型計算

機が性能向上の努力を続けて少しでもリアルタイム性

に近づこうとしている現在磁気媒体などに頼る情報の

移動の段階にとどまるわけにはいかない.ジェット機

に乗るために東京から成田までリヤカｰを引いて出かけ

る人もいないだろう｡RIPSは電話回線によっても接

続できるので必要ならロンドンから直接使用することす

らできる･磁気媒体たどを持ち運ぶ時の問題点は次の

ように整理できる.

①計算機の機種が異なる場合

ごとが多い.

②情報の保全の点で劣る.

媒体の互換性カミとれない

地質ニュｰス362号�
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③複数ワｰクステｰション間で同時に情報を更

新することができない.

④更新されたデｰタと古いデｰタがワｰクステ

ｰション間で存在することになる可能性が強

く処理結果に混乱を招く

⑤リアルタイム性が犠牲になる.

GEOCAPS操f年中

ファイルを磁気媒体にf呆存

GEOCAPS停I1二

磁気媒体の本来の目的はデｰタのバックアッ

プ･保管にある･大量のデｰタを近所に移送

する時には時間的メリットもあるカミ移送デｰ

タに加工が必要な場合などには使えない.汎

用性の高いデｰタ移送は通信回線網を使う.

ファイルの欠きさを舳(そξ=ξん)

端末エミュレｰタ起動

RIPS側のファイルカタpグを出力

2-2.端末エミュレｰタを自主開発する必要性

通信回線を利用してワｰクステｰションで情

報の送受信を行う時ワｰクステｰションカミ通

信制御するための端末エミュレｰタが必要であ

る.端末エミュレｰタにも次の2種類があ

る.

RIPSて'フγイjレ'エ入れOKか一

�匀

乏

貝IPS｣二にファイ咋領域確保

��

ファイルを似送してRIPSに確保

①大型計算機の端末の役のみを果たすもの.

この場合ワｰクステｰションの処理と組合わ

せることができない.

②ワｰクステｰションの周辺機器制御の一つと

して存在するもの.ワｰクステｰションの

処理と組合わせてデｰタ通信に様々な加工

を施せる(古宇田1983a)･

���

�㌀

�匀

乏

端末エミュレｰタ停止

GEOCAPS起動

通常①の役目は市販ソフトで果たせる.

しかし②は用途に応じて改変しなげればならな第2図

いので市販品で済ま世るわけにはいか狂い.

たとえばYHP9836Aは端末エミュレｰタの市販ソフト

をオプションで購入できるがソｰスリストも秘密なた

め①のファイル転送などカ涜分でなく②についてはま

ったく無効である｡GEOCAPSでデｰタを送受信する

ためにはVANなみのデｰタ加工性能を有する端末エミ

ュレｰタを自主開発する必要がある.

もし①の段階までしか実現できなけれぱどうなるか.

GEOCAPSのデｰタファイルは基本構成が索引ファ

イル･成分ファイル･実デｰタファイルの3編成をとる

(吉井･佐藤1983a1983b).つまりデｰタ索引/デｰタ

辞書(DD/D:DataDi･ecto･y/Diction･･y)をもちかつ

リレｰショナル型デｰタベｰスにおける第3正規形の表

形式仕様(古宇田,ユ981)を持つ.他にデｰタ解析上の

処理形式ファイル庄どもあるがここでは単純に上の3

1984年10月号

手動によるGEOCAPSデｰタの転送

つのファイルで話しを進めよう.RIPSへのデｰタファ

イルの転送の操作手順は第2図のようになる.RIPSか

ら受信する場合も同様だがやや複雑になる.問題は

第2図か手操作の行程のため面倒で間違い易いことにあ

る･第2図の他にもユｰザは複雑な使用法に慣れて

実行しなければいけない.しかしワｰクステｰショ

ン上でGEOCAPSのみに慣れていたユｰザに大型計算

機の制御様式を習得してもらうのは大変である｡大型

計算機の扱いに慣れていてもGEOCAPSのファイル編

成については通常ユｰザが気にする必要がないため多

数のファイルからどれを三つ選べぱよいか混乱し易い.

わずかな量のデｰタをまれに送るだけ匁らこの方式で

もよいカミ情報の送受信カミ目常化する段階への移行は

これでは不可能別のやり方を考えねばならない･

端末エミュレｰタカミユｰザ自身による大幅な変更を許�
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しかつ別のソフトウェアの一部品(コマン

ドなど)として使えるなら問題は解決する.

しかし市販品を手に入れることができない.

市販ソフトはGEOCAPSなどを想定して作

られるものではないし異機種の大型計算機

を扱いしかも異機種のワｰクステｰション

を統合できる市販ソフトなど闇夜にカラス

を見つける努力のよう校ものである.依頼

して開発する放ら巨額の経費カミかかるし一

般のソフトウェア･エンジニアに地質･資源

デｰタの特質を理解してもらうまでに長い時

間が必要になるだろう.またソフト運用上

問題が発生してもユｰザがプログラムの内容

を完全に理解してい放ければ直しようカミない.

GEOCAPSは必要に応じて次女と進化して

いるのでGEOCAPS用の端末エミュレｰタ

もそれに合わせて改変する必要がある.従

って市販品や依頼作成は目的を達成するこ

とができたい.すなわちGEOCAPSデｰ

タ通信は現場で自主的に解決する必要がある.

GEOCAPS人[1

①RIPSとの適イ､汕線閉く

②GEOCAPS用ファイルをRIPS上に1手び出す

③RIPSのファイルを碓,忍

④1[トファイルがあるか

乏

�匀

⑤新しいファイル領域を確保

⑥RIPS.〕ニフアイル1鉱送

⑦迦イ､l1口1線を閉じる

G亘OCAPSに戻る

第3図GEOCAPSデｰタの自動転送

①～⑦は本文に対応｡

2-3･GEOCA蝸のデｰタ通信

筆者の作成した端末エミュレｰタ(古宇田,1983b)は

前項の②のタイプなのでこれをGEOCAPSに赤用し

た.といっても第2図の手順をワｰクステｰションに

やらせただけである一次のようになる(第3図参照).

①RIPSとの通信回線を開く.ユｰザに必要な措置がC

RT上に指示されるのでその通りボタンを押せばよい.

②RIPSを起動しGEOCAPS用ファイノレを呼び出す.

共通ファイルを指定すればそこへ個人ファイノレを指

定すればユｰザのRIPS口座へ接続する.

③RIPS上のファイノレのカタログをとりこれから送るフ

ァイルと矛盾ないか確認する.

④同一ファイノレがある時それを消して書き込むのか新し

いファイルを作るかユｰザに選択させる.

⑤ファイルの大きさを計算してRIPSに最適な形式で

3つのデｰタフフイノレを実現する.

⑥RIPS上に作業内容の記録をファイルする.

⑦通信回線を閉じGEOCAPSの次の作業メニュｰに進

む.

RIPS自身の改変やGEOCAPSの改変はかなり頻繁

なため上述の行程を実施するプログラムは常にそれらに

対応して変動している.しかし結果は同じである.上

記は書き込む場合であるが読み出す場合は④カミ欠け⑤

と⑥が読み出しに変わるだけである.RIPS上で

GEOCAPSのデｰタを使って処理する場合には

RIPS上で専用プログラムを作らねばならない.この

時にはワｰクステｰションよりRIPS専用端末を使う方

がやり易い.RIPS上で処理する場合にはウｰグステ

ｰションを意識する必要がない･これはワｰクステｰ

ションでの処理がRIPSを意識する必要カミなかったこと

と同様である･このシステムがRIPSをホストとする

分散処理であることに気付くのは上の①～⑦の行程に

入る時だけであろう.この行程ではユｰザはワｰク

ステｰションの指示通りにわずかなキｰ入力を実行す

るだけでよい.第2図方式の端末エミュレｰタを使う

方法より格段に操作し易く誤りも少ない･この方式は

筆者の作成した端末エミュユレｰダのサブセットの一つ

である自動応答RJE(R･m･t･J･bEnt･y)を縮少して多

少手直しを加えただけである､GEOCAPS以外にも応

用範囲が考えられよう｡

3.展望

現在RIPS白身はフロントエンドプロセッサ(IBM

3081K)が通信回線網を制御しバックエンドプロセッサ

(FACOMM380)カミ巨大ジョブのバッチ処理を担当して

両者を通信回線で疎結合する分散処理方式をとっている.

この方式に移行して間もないため通信仕様だとが一部ま

地質ニュｰス362号�
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だ流動的である､前節第3図の方式はRIPSのホス

ト計算機かM200であった時に作成された.M380で

同じことを実現できるがもう少し複雑になる.通信回

線網が直結しているIBM3081KではCMS(Conve･sa･

tiona1MonitorSystem)という進んだ手法が使えるので

より扱い易く簡略化できる.小論が印刷されるころに

は実現しているであろう.

今後RIPSの通信回線網上でパケット交換などの通信

方式が一般化されるならワｰクステｰションとRIPSと

のデｰタ通信機能は格段に向上する･例えば現在

図形デｰタに関してそのまま図形メモリを一挙転送でき

ず数値デｰタに転換して通常のファイル転送をするか

テクトロニクスPLOT1Oなどの図形用エミュレｰタを

利用するしかない.RIPSとワｰクステｰション間で

それほど特別のことをしなくとも図形メモリの双方向通

信が可能になれば図形処理における分散処理化も進む.

例えばRIPS上で日本全図に孔井デｰタを表現してお

きワｰクステｰションで一部をモニタｰしつつ解析し

またワｰクステｰションの他の解析処理結果を組み合

わせることも可能になる.これなども大規模高速計算

機としてのRIPSと小規模リアルタイム計算機としての

ワｰクステｰションの長所を合わせて持つ統合化ネット

ワｰクの利点である.デｰタ通信の高度化によって

研究過程の大幅な合理化と大規模･高速化が達成できる

であろう.

小論は鉱床部探査研究課の岩石鉱床情報解析手法の研

究の一部である､佐藤壮部課長と吉井守正･佐藤岱生

両主任研究官にはGEOCAPSの運用上有益な御指摘と

御便宜をいただいた｡記して感謝申し上げます.
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